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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
イ
ギ
リ
ス
が
採
っ
た
輸
入
禁
止

措
置
へ
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
日
本
の
経
済

外
交
の
過
程
を
跡
づ
け
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

戦
間
期
日
本
の
経
済
外
交
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
国
際

協
調
外
交
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
「
幣
原
外
交
」（
幣
原
喜
重
郎

外
務
大
臣
）
の
文
脈
で
扱
わ
れ
て
き
た（

1
）。

ま
た
、
財
界
や
国
際
金
融

家
が
果
た
し
た
役
割
に
注
目
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
米
関
係
に
お

け
る
外
交
と
経
済
の
関
連
に
光
を
当
て
た
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る（

2
）。

　

研
究
蓄
積
と
い
う
点
で
は
、
世
界
大
恐
慌
後
の
一
九
三
〇
年
代
を

対
象
時
期
と
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
時
期
に
日
本
で
は
、
輸
出
振

興
や
通
商
問
題
の
解
決
を
目
的
と
す
る
対
外
政
策
・
交
渉
を
一
括
し

て
、「
経
済
外
交
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た（

3
）。

当
時
、日
本
と
諸
外
国
、

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
圏
と
の
間
で
激
し
い
通
商
紛
争
が
多
く
生
じ

た
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
治
外
交
史
と
経
済
史
の
両
面
か
ら
優

れ
た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た（

4
）。

ま
た
近
年
で
は
、
日
中
戦
争
と
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
視
野
に
入
れ
、
一
九
三
〇
年
代
日
本
に
お
け

る
「
ア
ジ
ア
主
義
」
的
潮
流
の
う
ね
り
を
「
帝
国
日
本
」
内
外
の
通

商
・
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
様
と
関
連
づ
け
て
探
求
し
た
研
究

も
登
場
し
て
い
る（

5
）。

　

と
こ
ろ
が
、
本
稿
が
目
を
向
け
る
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
つ
い
て

は
研
究
が
十
分
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
代
日
本
の
経

済
外
交
研
究
に
関
し
て
は
、
大
戦
の
長
期
化
・
総
力
戦
化
が
も
た
ら

し
た
自
由
貿
易
の
揺
ら
ぎ
へ
の
対
応
と
い
う
視
点
が
希
薄
で
あ
る
。

研
究
蓄
積
が
豊
富
な
一
九
三
〇
年
代
の
経
済
外
交
研
究
と
の
接
合
を

　

第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
経
済
外
交

　
　
　
　
　

︱
︱
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
禁
止
措
置
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
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図
る
と
い
う
点
で
は
、
大
戦
前
ま
で
自
由
貿
易
を
先
導
し
た
イ
ギ
リ

ス
と
の
外
交
・
通
商
関
係
に
関
す
る
研
究
の
深
化
も
欠
か
せ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け

て
の
日
本
の
経
済
外
交
研
究
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
開
拓
余
地

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
通
商
問
題
へ
の
対
応
と
い
う
意

味
で
の
経
済
外
交
の
事
例
は
、第
一
次
大
戦
期
の
日
本
に
も
あ
っ
た
。

筆
者
は
以
前
、
こ
の
時
期
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
通
商
・
経
済
と
の

関
連
に
お
い
て
考
察
す
べ
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
戦
時
経
済
統
制
の
一
環

と
し
て
講
じ
た
輸
出
入
禁
止
措
置
へ
の
対
応
に
着
目
し
た
論
考
を
発

表
し
て
い
る（

6
）。

そ
の
中
で
は
、
同
盟
国
と
の
戦
時
協
力
と
通
商
利
益

擁
護
の
間
で
日
本
外
交
が
後
者
に
傾
斜
す
る
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
ま
た
、
本
国
政
府
（
外
務
省
・
農
商
務
省
）
と
出
先
機
関
（
駐

英
大
使
館
）
と
の
間
で
生
じ
た
対
立
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

　

し
か
し
、対
象
時
期
と
し
て
は
一
九
一
六
年
の
み
を
扱
っ
て
お
り
、

そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
よ

る
貿
易
制
限
、
と
く
に
輸
入
禁
止
措
置
は
そ
の
後
も
断
続
的
に
打
ち

出
さ
れ
、
日
本
は
通
商
交
渉
を
繰
り
返
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
以
前
の
論
考
で
扱
っ
た
内
容
の
一
部
を
再
論
し
た
上

で
、
そ
の
後
の
交
渉
過
程
も
新
た
に
跡
づ
け
る
こ
と
で
、
第
一
次
大

戦
期
日
本
の
経
済
外
交
の
一
側
面
を
照
ら
し
出
し
て
考
察
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

一　

輸
入
禁
止
緩
和
交
渉
の
開
始

　
　
　

―
一
九
一
六
年
―（

7
）

（
一
）
自
由
貿
易
の
揺
ら
ぎ
と
大
戦
景
気
の
日
本

　

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
世
界
に
お
い
て
は
、
国
境

を
越
え
た
モ
ノ
（
貿
易
）・
カ
ネ
（
金
融
）・
ヒ
ト
（
移
民
）
の
交
流
・

移
動
が
非
常
に
活
発
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
際
経
済
史
家
の
ハ

ロ
ル
ド
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
氏
が
言
う「
第
一
期
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る（

8
）。

と
く
に
自
由
な
国
際
貿
易
は
、
国

際
金
本
位
制
を
基
盤
と
し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時

の
自
由
貿
易
と
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
揺
る
が
し
た
出
来

事
こ
そ
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
七
月
〜
一
九
一
八
年
一
一

月
）
に
他
な
ら
な
い
。

　

大
戦
勃
発
か
ら
間
も
な
い
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
、
日
本

は
時
の
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
の
下
、
日
英
同
盟
に
も
と
づ
き
「
連

合
国
の
一
員
」
と
し
て
参
戦
し
た
。
と
は
い
え
、
大
戦
中
の
日
本
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
参
加
国
と
違
い
、
過
酷
な
総
力
戦
を
味
わ
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
日
本
が
経
験
し
た
の
は
、
大
戦
景
気
と
称
さ
れ
て
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い
る
空
前
の
経
済
成
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
紡

績
業
を
は
じ
め
と
す
る
軽
工
業
界
の
製
品
輸
出
の
増
進
に
沸
く
と
と

も
に
、
鉄
鋼
業
や
造
船
業
な
ど
の
重
工
業
部
門
も
大
き
な
成
長
を
遂

げ
て
い
く（

9
）。

そ
の
結
果
、
大
戦
前
ま
で
日
本
が
直
面
し
て
い
た
国
際

収
支
危
機
が
一
気
に
解
消
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
元
老
の
井
上
馨

が
大
戦
の
勃
発
を
指
し
て
、「
大
正
新
時
代
の
天
佑（

10
）」

と
語
り
残
し

て
い
る
こ
と
は
非
常
に
有
名
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
大
戦
の
長
期
化
・
総
力
戦
化
に
と
も
な
っ
て
、
日

本
に
と
っ
て
「
天
佑
」
と
ば
か
り
は
言
い
切
れ
ぬ
事
態
も
立
ち
現
れ

て
く
る
。
そ
れ
は
、
連
合
国
側
・
同
盟
国
側
問
わ
ず
、
交
戦
各
国
が

自
由
主
義
経
済
か
ら
戦
時
経
済
統
制
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
大
戦
前
ま
で
自
由
貿
易
を
先
導
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。

　

大
戦
の
勃
発
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
連
合
国
は
軍
需

品
の
輸
送
に
供
す
べ
き
船
舶
の
不
足
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
状
況
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
（
Ｕ
ボ
ー
ト
）

に
よ
る
通
商
破
壊
活
動
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
民
間
船
舶
の
徴
発

を
は
じ
め
、
船
舶
利
用
と
海
運
に
対
す
る
国
家
統
制
が
拡
大
し
て
い

く
。
一
九
一
六
年
一
月
に
創
設
さ
れ
た
船
舶
統
制
委
員
会
は
統
制
の

一
環
と
し
て
、
不
要
不
急
で
は
な
い
物
品
の
輸
入
制
限
を
提
言
し
て

い
た
。

　

そ
こ
で
、
時
の
ア
ス
キ
ス
（H

erbert A
squith

）
内
閣
は
、
一

九
一
六
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
輸
入
禁
止
令
を
布
告
す
る
こ

と
に
な
っ
た（

11
）。

輸
入
禁
止
対
象
は
次
第
に
拡
大
し
、
大
戦
景
気
と
通

商
拡
大
に
沸
い
て
い
た
日
本
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
。
日
本
で

最
初
に
深
刻
な
問
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
の
は
、
三
月
三
〇
日

布
告
の
輸
入
禁
止
令
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
禁
止
対
象
品
目
に
は
、

綿
製
品
・
毛
織
物
・
玩
具
・
陶
磁
器
・
木
材
と
い
っ
た
日
本
の
重
要

輸
出
品
が
数
多
く
含
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
面
的
な
輸

入
禁
止
で
は
な
く
、
一
定
の
輸
入
特
許
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

三
月
二
四
日
時
点
で
代
金
支
払
済
か
輸
送
中
の
商
品
に
限
り
、
輸
入

を
特
許
す
る
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
輸
入
特
許
条
件

が
問
題
視
さ
れ
た
。
当
時
の
日
英
間
の
商
取
引
で
は
、
契
約
時
よ
り

数
ヵ
月
後
に
代
金
を
支
払
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

代
金
支
払
が
済
ん
で
い
な
く
て
も
、
注
文
を
受
け
て
製
造
中
も
し
く

は
製
造
が
完
了
し
た
製
品
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

農
商
務
省
は
商
工
業
者
が
受
け
る
打
撃
の
大
き
さ
を
重
視
し
、
三

月
二
四
日
時
点
で
の
契
約
済
商
品
に
つ
い
て
も
輸
入
特
許
を
得
る
べ

く
、
外
務
省
に
交
渉
を
要
請
し
た
。
農
商
務
省
の
交
渉
要
請
の
背
後

に
は
、
民
間
商
工
業
者
や
経
済
団
体
か
ら
の
禁
輸
緩
和
要
求
が
あ
っ
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た
。上
山
満
之
進
農
商
務
次
官
は
幣
原
喜
重
郎
外
務
次
官
に
宛
て
て
、

「
我
商
工
業
者
の
苦
痛
一
方
な
ら
ず
各
方
面
の
陳
情
請
願
絶
え
ざ
る

の
状
況（

12
）」

と
伝
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
石
井
菊
次
郎
外
務
大
臣
も
井
上
勝
之
助
駐
英
大
使
に
、

契
約
済
商
品
輸
入
特
許
を
求
め
て
交
渉
す
る
よ
う
に
訓
令
を
発
し

た
。
井
上
は
四
月
五
日
に
グ
レ
イ
（E

dward G
ray

）
外
務
大
臣
と

会
談
す
る
。
グ
レ
イ
は
、
輸
入
禁
止
令
の
運
用
で
日
本
の
み
を
特

別
扱
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
何
よ
り
、
目
的
が
軍
需

物
資
輸
送
の
難
問
に
な
っ
て
い
る
船
舶
不
足
の
調
節
に
あ
る
と
説
明

し
、
日
本
側
の
理
解
を
求
め
た
。
対
し
て
井
上
は
、
日
本
品
の
多
く

を
日
本
船
で
輸
送
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
い

う
船
舶
調
節
に
資
す
る
所
が
あ
る
の
か
と
反
論
し
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
井
上
が
一
一
日
に
会
談
し
た
ラ
ン
シ
マ
ン
（W

alter 

L
ancim

an

）
商
務
大
臣
が
、
イ
ギ
リ
ス
向
け
輸
出
品
を
積
載
・
輸
送

し
て
い
た
日
本
船
を
イ
ギ
リ
ス
が
必
要
と
す
る
軍
需
品
輸
送
に
充
て

た
い
と
い
う
意
向
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
側
に
は
船
舶
提

供
の
意
思
を
乏
し
く
、
あ
く
ま
で
民
間
貿
易
上
の
利
害
を
重
視
し
て

契
約
済
商
品
す
べ
て
の
輸
入
特
許
を
求
め
続
け
た
。
つ
ま
り
、
三
月

の
輸
入
禁
止
措
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
船
舶
調
節
と
い

う
戦
争
遂
行
上
の
必
要
を
強
調
す
る
一
方
、
日
本
側
は
通
商
・
経
済

上
の
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
反
発
し
た
の
で
あ
る（

13
）。

　

日
英
双
方
の
主
張
は
折
り
合
い
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
両
国

は
あ
る
方
式
で
交
渉
妥
結
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
日
本
側

が
輸
入
特
許
を
求
め
た
契
約
済
商
品
に
つ
い
て
は
一
定
の
積
み
出
し

猶
予
期
間
を
設
け
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
禁
止
令

発
布
日
に
契
約
済
で
一
〇
月
一
日
ま
で
の
六
ヶ
月
間
に
日
本
か
ら
積

み
出
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
輸
入
が
特
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）
綿
製
メ
リ
ヤ
ス
の
輸
入
禁
止

　

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
一
九
一
六
年
一
〇
月
三
日
に
新
た
な

輸
入
禁
止
令
を
発
し
て
い
る
。
や
は
り
、
商
務
省
の
特
許
を
得
た
も

の
以
外
の
商
品
輸
入
を
禁
止
す
る
と
し
て
い
た
。
輸
入
が
特
許
さ
れ

る
の
は
、
一
〇
月
三
日
時
点
で
製
造
地
を
離
れ
て
同
日
以
前
に
代
金

支
払
済
の
商
品
で
あ
っ
た
。

　

一
〇
月
の
輸
入
禁
止
令
で
新
た
に
対
象
品
目
と
な
っ
た
の
が
、
綿

製
メ
リ
ヤ
ス
（
莫
大
小
）
で
あ
る
。
こ
の
製
品
の
輸
入
禁
止
措
置
を

め
ぐ
る
対
応
こ
そ
、
大
戦
終
結
後
ま
で
続
く
日
本
の
対
イ
ギ
リ
ス
通

商
交
渉
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
第
一
次
世
界
大

戦
期
ま
で
の
日
本
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
業
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
て
お

き
た
い
。
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綿
メ
リ
ヤ
ス
と
は
、
肌
着
・
靴
下
・
手
袋
な
ど
伸
縮
性
に
富
む
製

品
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
日
本
で
綿
メ
リ
ヤ
ス
生
産
が
活
発
に
な
っ

た
の
は
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〔
明
治
二
七
〕
〜
九
五
年
）
の
頃

で
あ
る
。
日
本
の
紡
績
・
繊
維
業
が
日
清
戦
争
を
経
て
発
達
を
遂
げ

て
い
く
中
、
綿
メ
リ
ヤ
ス
部
門
も
同
様
で
あ
っ
た
。
戦
争
時
に
シ
ャ

ツ
や
靴
下
の
ほ
か
、
防
寒
用
被
服
類
な
ど
軍
需
生
産
に
応
じ
た
こ
と

が
発
達
の
大
き
な
踏
み
台
と
な
る（

14
）。

　

さ
ら
に
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
〜
〇
五
年
）
を
経
て
綿
メ
リ
ヤ

ス
業
は
一
層
盛
ん
に
な
っ
て
、
製
品
の
海
外
輸
出
も
進
ん
で
い
く
。

そ
の
進
出
先
は
ア
ジ
ア
地
域
で
あ
っ
た
。
経
済
史
研
究
者
の
杉
原
薫

氏
が
ア
ジ
ア
地
域
内
独
自
の
貿
易
と
工
業
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を

「
ア
ジ
ア
間
貿
易
」
と
し
て
究
明
し
た
際
、
そ
の
事
例
の
一
つ
と
し

て
日
本
製
綿
メ
リ
ヤ
ス
の
海
外
進
出
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
日
本
製

綿
メ
リ
ヤ
ス
は
明
治
初
め
の
頃
か
ら
中
国
市
場
を
中
心
に
輸
出
さ
れ

て
い
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
は
イ
ン
ド
市
場
に
も
大
き
く
浸

透
し
て
い
っ
た（

15
）。

　

日
本
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
の
海
外
進
出
を
さ
ら
に
促
す
こ
と
に
な
っ
た

の
が
、
第
一
次
大
戦
で
あ
っ
た
。
輸
出
先
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
は
な
く

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸
出
の
う

ち
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
向
け
の
増
加
が
目
覚
し
か
っ
た
。
大
戦
前
ま

で
イ
ギ
リ
ス
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
業
の
競
争
相
手
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
製
品

に
取
っ
て
代
わ
っ
て
、
日
本
製
品
が
流
入
し
た
の
で
あ
る
。
対
イ
ギ

リ
ス
輸
出
額
は
、
一
九
一
六
年
に
な
る
と
総
輸
出
額
の
三
分
の
一
近

く
占
め
る
に
至
っ
て
、
一
九
一
五
年
と
比
べ
る
と
倍
以
上
の
盛
況
ぶ

り
で
あ
っ
た（

16
）。

　

綿
メ
リ
ヤ
ス
業
が
全
国
的
に
盛
ん
に
な
る
中
、
そ
の
中
心
は
大
阪

を
は
じ
め
と
す
る
関
西
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
明
治
以
後
の

日
本
の
工
業
化
と
経
済
発
展
を
牽
引
し
た
の
は
、
大
阪
と
そ
の
周
辺

地
域
に
お
け
る
綿
紡
績
業
で
あ
っ
た
。
大
阪
は
日
清
戦
争
の
頃
か
ら

「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
第
一
次
大
戦
期
に
は
日

本
経
済
の
中
で
の
存
在
感
を
一
層
高
め
て
い
く
。
大
戦
景
気
の
下
、

大
阪
港
や
近
隣
の
神
戸
港
か
ら
は
綿
織
糸
や
織
物
、
そ
し
て
綿
メ
リ

ヤ
ス
な
ど
の
製
品
が
海
外
に
向
け
て
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
た（

17
）。

　

以
上
に
述
べ
た
綿
メ
リ
ヤ
ス
業
の
発
展
と
大
戦
景
気
下
の
盛
況
ぶ

り
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
一
九
一
六
年
一
〇
月
に

採
っ
た
輸
入
禁
止
措
置
に
日
本
国
内
で
不
満
の
声
が
あ
が
っ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
実
際
、
大
阪
莫
大
小
同
業
組
合
や
神
戸
貿
易

同
業
組
合
な
ど
、
関
西
の
業
界
団
体
が
い
ち
早
く
輸
入
解
禁
運
動
に

動
き
出
す
。
続
い
て
、
横
浜
輸
出
協
会
や
東
京
莫
大
小
同
業
組
合
な

ど
関
東
の
団
体
の
ほ
か
、
東
京
・
横
浜
・
京
都
・
大
阪
・
神
戸
各
市
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綿製メリヤス（莫大小）の輸移出先・割合・額

1914（大正 3）年
輸移出先 輸移出割合（%）輸移出額（円）

インド
香港
中国
フィリピン
蘭領インド
朝鮮
関東州
イギリス
英領海峡植民地
オーストラリア
喜望峰
エジプト
その他
合計

4,486,044
1,047,336
772,654
607,738
391,683
227,536
208,074
207,989
120,388
111,515
110,458
54,212
288,998
8,634,625

52.0
12.1
8.9
7.0
4.5
2.6
2.4
2.4
1.4
1.3
1.3
0.6
3.3

1916（大正 5）年
輸移出先 輸移出割合（%）輸移出額（円）

イギリス
インド
オーストラリア
中国
喜望峰
蘭領インド
フィリピン
香港
英領海峡植民地
関東州
エジプト
朝鮮
その他
合計

8,927,352
6,196,677
2,542,679
2,505,344
1,462,873
1,164,743
1,102,192
667,649
416,071
417,623
273,581
252,665
3,157,616
29,087,065

30.7
21.3
8.7
8.6
5.0
4.0
3.8
2.3
1.6
1.4
0.9
0.9
10.9

1918（大正 7）年
輸移出先 輸移出割合（%）輸移出額（円）

イギリス
インド
中国
フィリピン
喜望峰
オーストラリア
関東州
エジプト
蘭領インド
朝鮮
英領海峡植民地
香港
露領アジア
その他
合計
注） 大日本紡績連合会『綿絲紡績事情参考書』
　第 24 次（大正 3年下半期）・第 28 次（大正
　5年下半期）・第 32 次（大正 7年下半期）・
　第 36 次（大正 9年下半期）を参照して作成。

4,907,675
3,376,362
2,105,502
1,758,516
1,157,913
1,015,972
857,494
613,186
608,787
549,904
471,609
381,540
206,344
1,210,476
19,221,280

25.5
17.6
11.0
9.1
6.0
5.3
4.5
3.2
3.2
2.9
2.5
2.0
1.1
6.3

1920（大正 9）年
輸移出先 輸移出割合（%）輸移出額（円）

インド
アフリカ
イギリス
フィリピン
中国
ラテンアメリカ
オーストラリア
蘭領インド
関東州
香港
アメリカ
英領海峡植民地
ニュージーランド
朝鮮
露領アジア
カナダ
その他
合計

11,192,088
5,312,214
3,975,279
3,179,950
2,176,584
2,166,719
2,013,402
1,322,835
1,072,389
728,346
641,142
629,459
239,809
209,060
135,647
120,264
1,137,550
36,252,737

30.9
14.7
11.0
8.8
6.0
6.0
5.6
3.6
3.0
2.0
1.8
1.7
0.7
0.6
0.4
0.3
0.3
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の
商
業
会
議
所
も
輸
入
解
禁
を
求
め
て
政
府
の
諸
方
面
に
働
き
か
け

て
い
く（

18
）。

　

こ
の
時
、
石
井
外
相
は
農
商
務
省
の
方
針
を
う
け
て
、
契
約
済
商

品
輸
入
特
許
で
は
な
く
、
一
律
輸
入
特
許
を
求
め
る
よ
う
に
珍
田
捨

己
駐
英
大
使
に
訓
令
し
た
。
一
律
輸
入
特
許
と
は
、
禁
止
令
公
布
前

に
お
け
る
契
約
の
有
無
に
関
係
な
く
、
日
本
製
綿
メ
リ
ヤ
ス
す
べ
て

の
輸
入
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
事
実
上
の
全
面
解
禁

要
求
に
等
し
い
。
石
井
外
相
は
、「
本
邦
当
業
者
は
俄
然
悲
境
に
陥

り
此
侭
に
放
任
せ
ば
倒
産
す
る
も
の
数
多
あ
る
べ
き
形
勢
」
に
あ
る

と
し
、
業
者
の
「
倒
産
」
に
言
及
し
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
次
大
隈

内
閣
に
代
わ
っ
て
寺
内
正
毅
内
閣
が
成
立
（
一
〇
月
九
日
）
し
た
当

初
、
外
相
を
兼
任
し
た
寺
内
首
相
も
、「
関
係
者
の
窮
状
は
今
や
極

度
に
達
し
つ
ゝ
あ
り
」
と
珍
田
に
伝
え
て
い
る（

19
）。

　

珍
田
は
グ
レ
イ
外
相
と
ラ
ン
シ
マ
ン
商
務
相
と
会
談
し
、
日
本
側

の
要
求
を
伝
え
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
と
っ
て
一
律
輸
入
特

許
と
は
「
本
禁
令
全
体
の
瓦
解
を
意
味（

20
）」

す
る
ゆ
え
、
日
本
側
の
要

求
に
は
応
じ
得
な
か
っ
た
。
た
だ
し
一
方
で
、
譲
歩
の
姿
勢
も
示
し

て
い
る
。
輸
入
禁
止
令
実
施
を
明
年
一
月
一
日
ま
で
延
期
し
、
一
二

月
三
一
日
ま
で
は
無
条
件
に
輸
入
を
認
め
る
と
い
う
措
置
で
あ
る
。

　

対
し
て
日
本
側
で
は
農
商
務
省
が
、
明
年
一
月
一
日
以
後
さ
ら
に

六
ヶ
月
の
製
品
積
み
出
し
猶
予
期
間
を
認
め
さ
せ
る
よ
う
に
外
務
省

に
交
渉
を
要
請
し
た
。
本
国
政
府
か
ら
の
指
示
を
う
け
て
、
珍
田
駐

英
大
使
は
一
一
月
二
七
日
に
ラ
ン
シ
マ
ン
商
務
相
と
会
見
す
る
。
し

か
し
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
日
本
側
の
要
求
に
応
じ
る
と
前
回
三
月
の
交

渉
妥
結
時
に
取
り
極
め
た
積
み
出
し
猶
予
期
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま

う
と
反
発
し
た
。

　

三
月
の
時
と
同
じ
く
、
両
国
の
交
渉
は
容
易
に
ま
と
ま
る
形
勢
で

は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
二
月
二
五
日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
綿
製

メ
リ
ヤ
ス
輸
入
禁
止
撤
回
を
決
め
た
こ
と
を
日
本
政
府
に
伝
え
る
。

珍
田
駐
英
大
使
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
で
は
外
務
省
が
「
日
英
関
係
の
大

局
よ
り
強
硬
に
交
渉
を
続
け
た
る
為
商
務
省
も
終
に
多
大
の
リ
ラ

ク
タ
ン
ス
を
以
て
我
を
折
り
茲
に
今
回
の
所
決
を
見
る
に
至
り
た
る

次
第
」
と
報
告
し
て
い
る
。
珍
田
に
よ
れ
ば
、「
日
英
関
係
の
大
局
」

を
重
視
し
た
外
務
省
が
商
務
省
に
対
し
て
「
意
外
の
成
功
」
を
収
め

た
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
関
係
主
務
省
に
新
空
気
流
入
の
結
果

に
外
な
ら
ざ
る
へ
く
謂
わ
ば
今
次
の
政
変
が
偶
然
に
も
我
方
に
仕
合

せ
し
た
る
次
第（

21
）」と

い
う
。「
今
次
の
政
変
」と
は
、ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー

ジ
（D

avid L
loyd G

eorge

）
内
閣
の
発
足
を
指
す
。
つ
ま
り
、
珍

田
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
権
交
代
が
日
本
に

と
っ
て
好
都
合
に
働
い
た
結
果
で
あ
っ
た
。
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二　

輸
入
禁
止
緩
和
交
渉
の
展
開

　
　
　

―
一
九
一
七
年
―

（
一
）
綿
製
メ
リ
ヤ
ス
輸
入
禁
止
問
題
の
再
燃

　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
三
月
・
一
〇
月
の
交
渉
過
程
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
ラ
ン
シ
マ
ン
商
務
相
は
、
日
本
側
に
は
戦
時
経
済
統
制
の
推

進
者
に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
は
ア
ス
キ
ス
連
立
内
閣
の

自
由
党
閣
僚
の
一
人
で
、
自
由
貿
易
論
者
で
あ
っ
た（

22
）。

一
方
、
軍
需

相
で
あ
っ
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
目
に
は
む
し
ろ
、
船
舶
統
制
・

輸
入
禁
止
政
策
に
お
け
る
ラ
ン
シ
マ
ン
の
措
置
は
「
優
柔
不
断
と
臆

病
さ（

23
）」

が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
ア
ス
キ
ス
内
閣

の
戦
争
指
導
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
戦
時
内

閣
こ
そ
、
戦
争
遂
行
上
の
要
請
を
優
先
さ
せ
、
戦
時
経
済
統
制
を
強

化
し
て
い
く（

24
）。

　

一
九
一
七
年
二
月
二
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
再
び
輸
入
禁
止
令

を
発
し
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
同
月
か
ら
始
ま
っ
た
ド
イ

ツ
に
よ
る
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
で
あ
る
。
同
じ
日
、ロ
イ
ド=

ジ
ョ
ー

ジ
首
相
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
で
の
演
説
で
、
船
舶
撃
沈
の
凄
ま
じ

さ
に
言
及
し
、
船
舶
損
耗
へ
の
対
応
が
目
下
の
急
務
で
あ
る
と
述

べ
た（

25
）。

そ
の
対
応
策
の
一
つ
は
や
は
り
、輸
入
禁
止
措
置
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
と
し
て
は
、
軍
需
品
輸
送
に
あ
た
る
船
舶
確
保
の
た
め
に

不
要
不
急
の
貨
物
の
輸
入
禁
止
措
置
を
強
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

再
度
の
輸
入
禁
止
令
を
う
け
て
、
再
び
対
象
品
目
に
含
ま
れ
た
の

が
、
綿
製
メ
リ
ヤ
ス
や
綿
レ
ー
ス
な
ど
で
あ
っ
た
。
禁
止
令
公
布
を

前
に
し
て
、
山
崎
馨
一
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
は
本
野
一
郎
外
相
に
、「
今

度
の
禁
止
は
英
国
に
取
り
誠
に
已
む
を
得
ざ
る
義
と
思
考
せ
ら
る
る

に
付
我
当
業
者
を
し
て
此
事
態
を
充
分
に
了
解
し
且
相
当
警
戒
せ
し

む
様（

26
）」

に
と
伝
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
国
内
の
経
済
界
、
と
り
わ
け
関
西
の
経
済
団
体
か

ら
は
異
議
・
反
発
の
声
が
沸
き
上
が
る
。
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
、

関
西
商
業
会
議
所
連
合
経
済
調
査
会
（
会
長
は
浜
岡
光
哲
京
都
商
業

会
議
所
会
頭
）
が
本
野
外
相
に
宛
て
た
「
英
国
の
綿
莫
大
小
の
製
品

再
度
輸
入
禁
止
に
対
す
る
申
請
書（

27
）」

を
取
り
上
げ
て
内
容
を
見
て
お

こ
う
。

　

申
請
書
の
要
点
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
不
必
要
品
の
輸

入
制
限
と
い
っ
て
も
、
日
本
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
製
品
は
イ
ギ
リ
ス
の
一

般
庶
民
の
生
活
必
需
品
と
し
て
供
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
日
本
の

メ
リ
ヤ
ス
業
者
の
多
く
は
イ
ギ
リ
ス
向
け
に
事
業
を
拡
張
し
て
お

り
、
他
国
向
け
生
産
へ
の
転
用
が
難
し
い
。
そ
し
て
第
三
に
、
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
向
け
航
路
輸
送
に
従
事
す
る
日
本
商
船
が
重
量
品
の
み
を
積

載
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
、
海
運
業
上
大
き
な
不
利
益
を
う
け
て

し
ま
う
。
そ
の
結
果
、船
舶
は
他
の
航
路
に
向
か
い
、か
え
っ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
航
路
に
従
事
す
る
も
の
は
減
少
し
か
ね
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
禁
止
措
置
は
、
船
舶
確
保
の
目
的

に
は
資
さ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
政
府
内
で
は
農
商
務
省
が
外
務
省
に
対
し
て
、
日
本
の
重

要
輸
出
品
目
は
で
き
る
限
り
輸
入
禁
止
令
の
対
象
品
目
か
ら
除
外
さ

せ
る
よ
う
求
め
た
。
そ
こ
で
次
の
二
段
構
え
の
方
針
で
交
渉
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
契
約
済
品
に
つ
い
て
は
輸
入
禁
止
令
の
対
象

か
ら
完
全
に
除
外
さ
せ
る
方
向
で
交
渉
す
る
。
も
し
、
そ
れ
が
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
六
ヶ
月
以
内
に
日
本
か
ら
積
み
出
し
た
契
約
済
品

の
輸
入
だ
け
は
認
め
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
前
年
の
例
に
な
ら
っ
て
解

決
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
野
一
郎
外
相
は
、
農
商
務
省

が
示
し
た
方
針
に
沿
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
交
渉
す
る
よ
う
に
珍
田

駐
英
大
使
に
訓
令
を
発
し
た（

28
）。

　

こ
う
し
て
日
本
は
再
び
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
禁
止
措
置
を
め
ぐ
っ

て
外
交
交
渉
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入

禁
止
措
置
に
対
し
て
は
、
同
じ
連
合
国
側
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
や
イ

タ
リ
ア
か
ら
も
不
満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、

重
要
輸
出
品
目
で
あ
っ
た
絹
製
品
や
婦
人
服
・
婦
人
帽
な
ど
が
輸
入

禁
止
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
反
発
し
て
い
た（

29
）。

日
本
と
し
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
他
国
の
動
向
も
横
目
に
見
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
の

交
渉
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）
日
本
の
方
針
転
換

　

し
か
し
、
日
本
側
の
要
求
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
側
は
応
じ
よ
う
と

せ
ず
、
交
渉
は
難
航
す
る
。
禁
止
令
公
布
か
ら
約
一
ヶ
月
が
経
っ
た

三
月
一
六
日
、
珍
田
駐
英
大
使
は
バ
ル
フ
ォ
ア
（A

rthur Jam
es 

B
alfour

）
外
相
ら
と
「
長
時
間
の
会
談
を
遂
げ
た
る
も
未
だ
要
領

を
得
る
に
至
ら
ず
」と
し
、「
先
方
の
同
意
を
得
る
の
見
込
立
兼
た
る
」

と
本
野
外
相
に
打
電
し
た
。
さ
ら
に
、
珍
田
は
交
渉
方
針
の
変
更
に

つ
い
て
も
意
見
具
申
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
主
要
貿
易
品
に

付
個
々
に
妥
協
を
遂
ぐ
る
方
得
策
と
認
め
ら
る
又
右
妥
協
率
如
何
に

依
り
て
は
契
約
済
品
に
限
れ
る
要
請
に
比
し
却
て
有
利
な
る
結
果
を

得
へ
し
と
思
考
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（

30
）。

　

珍
田
が
打
電
し
た
意
見
内
容
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
採
っ
て
い
た
交

渉
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
品
目
ご
と
に
基
準
年
を
設
定
し
、
同

年
の
輸
入
額
の
一
定
割
合
ま
で
輸
入
特
許
を
認
め
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
絹
製
品
に
つ
い
て
は
一
九
一
三
年
の
輸
入
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額
の
五
割
特
許
を
イ
ギ
リ
ス
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
珍
田
は
本
国
に
対
し
て
、
輸
入
特
許
の
割
合
と
基
準
年
を
検
討

し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。
そ
の
際
、「
我
方
の
対
英
貿
易
は
大
体

に
於
て
戦
後
の
発
展
に
係
た
る
品
物
多
か
る
べ
き
と
同
時
に
物
に
依

り
て
は
戦
前
の
輸
入
高
を
基
礎
と
す
る
方
有
利
な
る
場
合
も
あ
る
べ

く
其
辺
は
各
品
に
付
研
究
を
要
す
べ
し
」
と
申
し
添
え
た
。

　

珍
田
の
意
見
具
申
を
う
け
て
、
農
商
務
省
で
検
討
し
た
結
果
、
綿

製
メ
リ
ヤ
ス
な
ど
の
品
目
の
輸
入
特
許
割
合
と
算
定
基
準
年
に
つ
い

て
「
第
一
案
（
最
大
限
）」・「
第
二
案
（
最
小
限
）」
と
い
う
方
針
を

策
定
し
て
い
る（

31
）。「

第
一
案
」は
一
九
一
六
年
の
輸
入
額
の
五
割
特
許
、

「
第
二
案
」
は
一
九
一
三
年
の
輸
入
額
の
五
割
特
許
を
認
め
さ
せ
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
日
本
と
し
て
は
当
然
、
輸
出
が
急
増
し
た
大

戦
後
の
一
九
一
六
年
を
基
準
年
と
す
る
方
が
通
商
利
益
の
擁
護
と
い

う
点
で
は
有
利
と
な
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
案
で
も
共
通
し
て
い

た
こ
と
は
、
契
約
済
品
に
つ
い
て
は
全
部
特
許
を
求
め
る
と
し
て
い

る
点
で
あ
っ
た
。

　

上
山
農
商
務
次
官
は
幣
原
外
務
次
官
を
通
じ
て
、
珍
田
駐
英
大
使

に
新
た
な
交
渉
方
針
で
決
着
を
目
指
す
よ
う
に
求
め
た
。
し
か
し
珍

田
は
、「
各
主
要
品
に
付
従
前
の
輸
入
額
の
五
割
迄
特
許
の
外
尚
契

約
済
品
に
対
し
特
典
要
請
の
議
は
何
分
貫
徹
の
見
込
立
ち
難
し（

32
）」

と

難
色
を
示
し
た
。
第
一
案
で
あ
れ
第
二
案
で
あ
れ
、
契
約
済
品
を
別

扱
い
と
し
て
全
部
特
許
を
求
め
る
の
は
、
珍
田
の
目
に
は
酷
な
要
求

と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
外
務
省
を
通
じ
て
珍
田
の
異
議
に
接

し
た
農
商
務
省
側
で
は
、「
既
契
約
を
尊
重
し
主
義
と
し
て
は
全
部

之
が
解
禁
を
主
張
致
度（

33
）」

と
し
て
、
契
約
済
品
は
別
扱
い
と
す
る
姿

勢
を
崩
そ
う
と
し
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
、
国
内
産
業
界
か
ら
の
強

い
圧
力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
年
の
交
渉
時
と
同
じ
く（

34
）、

珍
田
は
本
国
の
方
針
に
難
色
を
示
し

な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
交
渉
に
臨
む
。
珍
田
が
四
月
一
二

日
に
バ
ル
フ
ォ
ア
外
相
に
提
示
し
た
覚
書
で
は
、
綿
製
メ
リ
ヤ
ス
に

つ
い
て
は
特
に
重
要
視
し
て
い
る
ゆ
え
、「
是
非
と
も
特
別
な
る
詮

議
を
要
望（

35
）」

す
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
五
月
一
日
に
商
務
省
も
訪

れ
、
本
国
の
方
針
に
沿
っ
て
「
禁
輸
令
の
日
付
以
前
に
現
に
代
価
支

払
済
又
は
輸
送
中
の
も
の
は
妥
協
率
〔
基
準
年
に
も
と
づ
く
輸
入
特

許
割
合
―
筆
者
注
〕
以
外
に
置
か
る
べ
き
は
当
然
」
と
主
張
し
て
い

る
。
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
商
務
省
側
は
、「
契
約
済
品
を
妥
協
率
以
外

に
置
く
こ
と
は
絶
対
に
同
意
す
る
を
得
ず
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
、
綿
メ
リ
ヤ
ス
製
品
と
契
約
済
品
の
扱
い
の
二
点
に

つ
い
て
は
譲
歩
の
意
を
示
そ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

36
）。

　

珍
田
は
本
野
外
相
に
宛
て
て
、「
莫
大
小
問
題
に
対
す
る
商
務
省
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の
態
度
は
〔
中
略
〕
最
も
強
硬
な
り（

37
）」

と
伝
え
た
。
日
英
両
国
の
主

張
が
ま
っ
た
く
折
り
合
わ
な
い
中
、
幣
原
外
務
次
官
も
上
山
農
商
務

次
官
に
、「
交
渉
の
経
過
に
徴
す
る
と
き
は
此
上
本
件
折
衝
を
重
ぬ

る
も
徒
ら
に
時
日
を
遷
延
せ
し
む
る
の
み
に
て
到
底
一
層
有
利
な
る

結
果
を
得
べ
き
見
込
も
無
之（

38
）」

と
伝
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
五
月
末
に
な
っ
て
、
膠
着
し
て
い
た
日
英
間
の
通
商
交

渉
は
妥
結
へ
と
向
か
う
。
そ
れ
は
、
英
仏
間
で
行
わ
れ
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
製
綿
製
手
袋
の
輸
入
量
交
渉
に
お
い
て
、
一
九
一
六
年
輸
入
額

の
五
割
特
許
で
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
る
。
英
仏
間
で
の
交
渉

成
立
を
う
け
て
、
日
本
も
綿
製
メ
リ
ヤ
ス
製
品
に
つ
い
て
一
九
一
六

年
輸
入
額
の
五
割
特
許
で
交
渉
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
言
い
か

え
れ
ば
、
日
本
側
が
契
約
済
品
の
別
扱
い
の
要
求
を
取
り
下
げ
て
交

渉
妥
結
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る（

39
）。

三　

保
護
主
義
の
潮
流
へ
の
警
戒

　
　
　

―
一
九
一
九
年
―

（
一
）
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
方
針

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
一
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
勃
発
か

ら
約
四
年
目
に
し
て
休
戦
・
終
結
す
る
に
至
っ
た
。
大
戦
後
の
世
界

は
、
戦
後
処
理
と
国
際
秩
序
の
再
建
へ
と
動
き
出
す
。
日
本
で
は
同

年
夏
に
起
こ
っ
た
米
騒
動
で
倒
れ
た
寺
内
正
毅
内
閣
に
代
わ
り
、
原

敬
内
閣
が
九
月
に
成
立
し
て
い
た
。

　

大
戦
後
の
国
際
秩
序
の
再
建
と
い
う
と
き
、
総
力
戦
の
衝
撃
に
よ

る
自
由
貿
易
の
揺
ら
ぎ
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
点
も
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodlow W
ilson

）

大
統
領
が
戦
後
国
際
秩
序
の
基
本
構
想
と
し
て
発
表
し
た
「
十
四
か

条
提
案
」（
一
九
一
八
年
一
月
）
に
は
、「
経
済
的
障
壁
の
除
去
」
も

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

本
稿
で
論
じ
て
き
た
通
り
、
総
力
戦
の
経
験
を
味
わ
う
こ
と
が
な

か
っ
た
日
本
は
、大
戦
景
気
の
下
で
通
商
拡
大
の
機
会
を
手
に
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
自
由
貿
易
を
先
導
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
禁
止

措
置
に
直
面
し
、
日
本
は
通
商
利
益
の
擁
護
を
図
る
べ
く
、
一
九
一

六
年
と
翌
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
外
交
交
渉
を
重
ね
た
。

　

し
か
し
、
大
戦
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
禁

止
措
置
も
近
く
解
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
期
待
が
日

本
国
内
で
高
ま
っ
て
い
く
。
一
九
一
九
年
一
月
、
日
本
輸
出
莫
大
小

同
業
組
合
連
合
会
は
、
原
敬
首
相
と
内
田
康
哉
外
相
に
陳
情
書
を

送
っ
て
い
る
。
大
戦
中
の
船
舶
不
足
へ
の
対
応
と
い
う
理
由
が
な
く

な
っ
た
以
上
、
イ
ギ
リ
ス
が
輸
入
禁
止
を
早
期
に
全
面
解
除
す
る
こ
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と
を
期
待
し
、
政
府
に
も
働
き
か
け
を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た（

40
）。

　

他
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
商
政
策
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
不
安
交
じ

り
の
見
立
て
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
九
年
二
月
一
九
日
付
の

『
神
戸
又
新
日
報
』
は
「
英
国
の
莫
大
小
業
」
と
題
し
て
、
次
の
よ

う
に
論
じ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
業
は
大
戦
前
に
ド
イ

ツ
製
品
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
大
戦
中
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
製
品
流
入
に
直
面
し
た
。
大
戦
後
も
政
府
の
何
ら
か
の
保
護
を
う

け
な
い
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
産
業
に
発
展
の
望
み
は
乏

し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
綿
メ
リ
ヤ
ス
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
ノ
ッ
テ
ィ

ン
ガ
ム
や
レ
ス
タ
ー
の
商
業
会
議
所
は
、
外
国
製
品
へ
の
関
税
賦
課

を
決
議
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
神
戸
又
新
日
報
』
が
こ
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
間
も
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
輸
入
禁
止
措
置
に
関
し
て
新
た
な
方
針
を
打
ち
出

す
。
商
務
省
が
中
心
と
な
っ
て
大
戦
後
に
お
け
る
通
商
政
策
の
検
討

に
乗
り
出
す
と
と
も
に
、
一
九
一
六
年
輸
入
総
額
の
五
割
特
許
に
つ

い
て
は
二
月
二
三
日
以
後
は
一
旦
打
ち
切
る
こ
と
を
発
表
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
新
方
針
が
知
れ
渡
る
や
、
日
本
国
内
で
反
発
の
声
が
巻
き
起

こ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
輸
入
禁
止
の

全
面
解
除
を
表
明
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
日
本
の
関
係
業
界
団

体
は
輸
入
全
面
停
止
の
危
惧
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
輸
出
莫
大

小
同
業
組
合
連
合
会
は
内
田
外
相
宛
の
陳
情
書
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
新

方
針
を
「
実
に
意
外
千
万
」
と
し
、「
我
政
府
に
何
等
の
交
渉
も
な

く
突
然
之
を
行
ふ
は
余
り
我
邦
を
軽
侮
し
た
る
も
の
無
之
候
哉（

41
）」

と

怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
実
際
、
山
崎
馨
一
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
が
四

月
初
め
に
外
務
省
に
送
っ
た
報
告
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
で
は

綿
メ
リ
ヤ
ス
製
品
の
輸
入
特
許
を
一
切
与
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
に
新
設
さ
れ
た
輸
入
制
限
評
議

会
で
検
討
し
た
上
で
、
九
月
一
日
ま
で
に
何
ら
か
の
方
針
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う（

42
）。

　

し
か
し
、
国
内
産
業
界
の
反
発
が
増
す
中
、
日
本
政
府
と
し
て
も

九
月
一
日
ま
で
静
観
し
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
。
内
田
外

相
は
駐
英
大
使
館
に
対
し
て
、
ま
ず
は
イ
ギ
リ
ス
の
新
方
針
の
狙
い

を
確
か
め
る
よ
う
に
指
示
し
た（

43
）。

そ
の
指
示
に
先
立
つ
形
で
、
ロ
ン

ド
ン
か
ら
の
報
告
が
外
務
省
に
届
い
て
い
る
。そ
の
報
告
に
よ
る
と
、

労
賃
の
安
い
日
本
製
品
の
輸
入
増
加
で
職
工
の
失
業
を
招
き
か
ね
な

い
と
の
声
が
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
高
ま
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
内

国
産
業
保
護
の
色
彩
愈
々
濃
厚
」
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
が
新
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
観
察
し
て
い
る
。
加
え

て
、「
輸
入
制
限
撤
廃
に
代
ふ
る
に
課
税
を
行
ふ
こ
と
な
き
や
も
計



－　 －48

り
難
し（

44
）」

と
も
伝
え
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
に
お
け
る
通
商
政
策
の
再
検
討
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
ロ
ン
ド
ン
に
駐
在
し
て
い
た
森
賢
吾
財
務
官
も
大
蔵
省
を
通
じ

て
外
務
省
に
情
報
を
送
っ
て
い
る
。
森
が
高
橋
是
清
蔵
相
に
宛
て
た

電
報
の
内
容
は
、
商
務
省
の
政
策
担
当
者
が
現
時
点
で
の
輸
入
制
限

解
除
は
不
可
能
と
い
う
見
解
を
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
述
べ
た
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た（

45
）。

　

こ
う
し
て
、
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
保
護
主
義
的
な
潮
流
が
生
じ

る
一
方
、
日
本
で
は
輸
入
禁
止
措
置
が
続
く
こ
と
へ
の
反
発
が
一
層

募
っ
て
い
く
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
農
商
務
省
の
犬
塚
勝
太
郎
次

官
は
幣
原
外
務
次
官
に
次
の
よ
う
に
伝
え
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
交

渉
を
求
め
た
。
現
時
点
で
は
「
全
輸
入
禁
止
の
状
態
に
あ
る
を
も
っ

て
本
邦
当
業
者
の
間
に
一
大
恐
慌
を
来
た
し
陳
情
あ
る
い
は
請
願
し

来
る
者
少
な
く
な
い
状
況
」
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
本
邦
の
立
場

と
し
て
は
本
品
〔
綿
メ
リ
ヤ
ス
製
品
―
筆
者
注
〕
に
対
し
無
制
限
に

輸
入
を
特
許
せ
ら
る
る
こ
と
は
切
に
希
望
す
る
」
と
し
つ
つ
、「
従

来
の
特
許
率
よ
り
低
減
せ
ら
れ
ざ
る
程
度
に
於
て
至
急
決
定
せ
ら
る

る
様
英
国
政
府
に
対
し
交
渉
方
可
然
御
取
計
相
成
度（

46
）」

と
い
う
。
少

な
く
と
も
一
九
一
六
年
輸
入
総
額
の
五
割
特
許
の
水
準
で
の
イ
ギ
リ

ス
向
け
輸
出
を
確
保
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
二
）
交
渉
の
停
滞
と
反
発
の
う
ね
り

　

農
商
務
省
の
意
向
を
う
け
て
、
外
務
省
は
輸
入
禁
止
措
置
の
撤
廃

ま
た
は
緩
和
を
求
め
る
べ
く
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
交
渉
に
臨
む
。

一
九
一
六
・
一
七
年
に
続
い
て
三
度
目
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
一

六
年
か
ら
の
輸
入
禁
止
緩
和
交
渉
に
携
わ
っ
て
経
緯
を
熟
知
し
て

い
た
珍
田
駐
英
大
使
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
て
い
た
。
一
九
一
九
年

一
月
に
始
ま
っ
た
パ
リ
講
和
会
議
の
日
本
政
府
全
権
委
員
の
一
人
と

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
代
わ
り
に
、
臨
時

代
理
大
使
と
し
て
交
渉
に
臨
ん
だ
の
は
、
駐
英
大
使
館
参
事
官
の
永

井
松
三
で
あ
っ
た
。
一
方
の
イ
ギ
リ
ス
側
も
事
情
は
同
じ
で
、
交
渉

相
手
と
な
る
べ
き
バ
ル
フ
ォ
ア
外
相
も
パ
リ
に
渡
っ
て
不
在
で
あ
っ

た
。

　

そ
の
た
め
、
永
井
は
五
月
五
日
に
内
田
外
相
に
宛
て
て
、「
外
務

省
と
の
交
渉
埒
明
か
ず
」
と
し
、
や
は
り
珍
田
大
使
と
バ
ル
フ
ォ
ア

外
相
と
の
間
で
交
渉
す
る
ほ
か
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。
永
井
が
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
そ
れ
で
も
永
井
は
、
商
務
省

と
の
間
で
打
開
の
道
を
探
れ
な
い
か
と
考
え
て
、
駐
英
大
使
館
の
吉

田
伊
三
郎
一
等
書
記
官
に
接
触
さ
せ
た
。
そ
の
時
、
次
の
よ
う
な
や

り
と
り
が
交
わ
さ
れ
て
い
る（

47
）。
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（
吉
田
）

商
務
省
も
大
局
を
顧
み
ず
其
儘
之
れ
〔
一
九
一
七
年
交
渉
時
の

輸
入
特
許
措
置
の
打
ち
切
り
―
筆
者
注
〕
を
採
用
せ
ら
る
る
如

き
は
両
国
関
係
上
憂
う
べ
し
。

（
輸
入
制
限
部
長
）

右
よ
く
了
解
せ
り
。
今
回
の
禁
輸
は
「
一
時
的
措
置
」
に
し
て

九
月
以
後
は
全
部
解
禁
な
ら
ん
と
思
う
。

（
吉
田
）

一
時
云
々
は
外
務
省
に
て
屡
々
聞
け
り
。
緩
和
ど
こ
ろ
か
禁
止

と
な
り
其
の
注
意
を
喚
起
せ
ば
時
に
応
じ
た
る
理
由
を
も
っ
て

答
弁
あ
り
。
九
月
以
後
の
解
禁
の
保
障
を
得
可
き
か
。

（
輸
入
制
限
部
長
）

そ
れ
は
困
難
な
り
。

（
吉
田
）

然
ら
ば
九
月
以
後
の
こ
と
す
ら
当
て
に
な
ら
ざ
る
状
態
に
て
且

つ
勝
手
に
取
極
め
を
改
廃
し
何
ら
善
後
策
の
講
ぜ
ら
れ
ず
ば
我

が
政
府
も
国
民
に
説
明
し
得
ず
。当
業
者
も
計
画
の
立
様
な
し
。

若
し
到
底
取
極
の
通
り
に
続
け
難
し
と
な
ら
ば
、
新
た
に
我
に

改
正
の
提
案
あ
り
て
然
る
べ
し
と
思
う
。

　

以
上
の
や
り
と
り
か
ら
分
か
る
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
商
務
省
と
の
間

で
も
埒
が
明
か
ず
、
日
本
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
回
答
を
得
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
パ
リ
に
い
る
珍
田
駐
英
大
使
は
駐
仏
大

使
館
か
ら
本
国
に
打
電
し
、
バ
ル
フ
ォ
ア
外
相
に
会
見
を
申
し
入
れ

た
も
の
の
多
忙
で
、
五
月
三
一
日
に
よ
う
や
く
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。
し
か
し
、「
当
地
に
て
は
何
と
も
処
理
し
難
き
事
情

を
述
べ
何
分
要
領
を
得
ず（

48
）」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
交
渉
は
停
滞
し
、
事
態
打
開
の
目
途
が
ま
っ
た
く
立

た
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
内
田
外
相
は
六
月
二
一
日
、

永
井
に
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。「
講
和
会
議
の
終
了
又
は
九
月
一
日

の
期
限
迄
之
が
解
決
を
待
つ
を
得
ざ
る
状
態
」
に
あ
る
ゆ
え
、「
従

前
の
協
定
通
の
割
合
を
持
続
す
る
こ
と
到
底
不
可
能
な
る
事
情
あ
る

に
於
て
は
其
以
下
の
割
合
に
て
も
致
方
な
き
に
付
相
当
程
度
に
て

妥
結（

49
）」

し
た
い
。
つ
ま
り
、
一
九
一
六
年
輸
入
総
額
の
五
割
特
許
以

下
の
輸
入
量
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
向
け
輸

出
が
ほ
ぼ
全
面
停
止
に
な
る
と
い
う
事
態
が
続
く
中
、
日
本
政
府
の
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焦
燥
が
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
五
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
国
内
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
輸
入
解
禁
運
動
が
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。
そ
の
中
心
は
や
は
り
、
大
阪
・
神
戸
な
ど
関
西
地
域

で
あ
っ
た
。

　

五
月
一
一
日
付
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
は
、「
対
英
莫
大
小
解

禁
期
成
同
盟
会
」
の
結
成
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
輸
出
莫
大
小

同
業
組
合
連
合
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
・
企
業
の
代
表
者
約
一
五

〇
人
で
協
議
し
た
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
輸
入
解
禁
運
動
に
団

結
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
月
一
四
日
付

の
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
で
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。「
当
業
者

は
困
憊
」
し
て
「
識
者
は
大
に
憂
慮
」
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
政
府
当
局
の
英
国
政
府
に
対
す
る
之
れ
が
解
除
の
交
渉
は
甚
だ
緩

慢
に
し
て
民
間
の
声
援
な
く
ば
到
底
目
的
を
達
し
得
ざ
る
が
如
き
形

勢
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
莫
大
小
生
産
者
の
集
合
地
」
で
あ
る

大
阪
市
を
拠
点
に
し
て
、
東
京
・
名
古
屋
・
神
戸
な
ど
全
国
の
関
係

業
者
が
同
盟
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

加
え
て
、「
識
者
は
大
に
憂
慮
」
の
一
例
と
し
て
、
経
済
学
者
の

戸
田
海
市
（
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
）
が
『
大
阪
朝
日
新
聞
』

に
連
載
で
寄
せ
た
論
説
を
取
り
上
げ
て
み
た
い（

50
）。

　

戸
田
が
言
う
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
大
戦
終
結
後
も
輸
入
禁
止
措
置

を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
「
甚
し
き
保
護
思
想
の
発
現
」
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
産
業
保
護
政
策
と
し
て
の
輸
入
禁
止
措
置
は
、
関
税
措
置

と
比
べ
て
も
「
最
も
劣
悪
な
制
度
で
あ
っ
て
自
他
を
害
す
る
の
弊
甚

し
い
」
と
い
う
。
戸
田
に
よ
れ
ば
、
関
税
措
置
の
場
合
は
禁
止
税
的

に
過
大
で
な
い
限
り
、
外
国
品
に
と
っ
て
競
争
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
輸
入
禁
止
措
置
で
は
「
外
国
品
の
競
争
を
消
滅
せ
し

め
」
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
自
由
貿
易
の
下
で
発
展
の
見
込
み
に

乏
し
い
「
不
適
当
な
事
業
」
が
生
じ
や
す
く
、
自
国
に
と
っ
て
も
弊

害
が
大
き
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

戸
田
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
自
国
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
産
業
に
保
護
策
を
採

る
こ
と
自
体
を
非
難
し
な
い
と
し
つ
つ
、「
輸
入
禁
止
の
如
き
乱
暴

な
制
度
の
代
り
に
合
理
的
な
輸
入
税
制
度
を
採
り
以
て
我
国
に
無
益

の
苦
痛
を
加
へ
ざ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、

イ
ギ
リ
ス
製
の
高
級
品
と
違
い
、日
本
製
綿
メ
リ
ヤ
ス
が
「
下
層
民
」

に
消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、「
下
等
の
廉
価
品
は
之
を
自
由

貿
易
に
委
す
る
こ
と
を
得
策
と
す
る
」と
論
じ
た
。
戸
田
の
所
論
は
、

自
由
貿
易
の
下
で
の
国
際
分
業
と
棲
み
分
け
は
可
能
で
あ
る
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

戸
田
が
こ
の
よ
う
な
論
陣
を
張
っ
て
い
る
最
中
の
六
月
一
六
日
、

対
英
莫
大
小
解
禁
期
成
同
盟
会
の
大
会
が
大
阪
市
の
中
之
島
公
会
堂
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で
開
か
れ
て
い
る
。
全
国
か
ら
約
四
〇
〇
〇
名
が
出
席
し
、
大
阪
朝

日
新
聞
社
の
高
原
操
や
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
相
島
勘
次
郎
も
演
壇
に

立
っ
た
。
そ
し
て
大
会
で
は
次
の
決
議
文
を
採
択
し
て
い
る（

51
）。

英
国
は
先
に
船
腹
調
節
を
標
榜
し
て
我
莫
大
小
の
輸
入
を
禁
止

し
其
の
理
由
消
滅
せ
る
今
日
産
業
保
護
に
藉
口
し
且
本
年
二
月

の
声
明
に
反
し
更
に
製
品
全
部
を
禁
輸
せ
り
為
め
に
幾
多
の
工

場
は
倒
産
に
瀕
し
数
万
の
職
工
は
業
を
失
は
ん
と
す
。
吾
人
は

単
に
莫
大
小
界
の
た
め
の
み
な
ら
ず
我
重
要
輸
出
品
た
め
総
ゆ

る
手
段
を
以
て
斯
る
禁
令
の
撤
廃
を
期
す
。

　

同
日
付
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
対
英
莫
大
小
解
禁
期
成
同
盟
会

の
大
会
に
つ
い
て
、「
三
十
万
の
失
職
者
を
出
す
か
出
さ
ぬ
か
」
と

い
う
見
出
し
の
下
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
す
。
大
阪
で
は
綿
メ
リ
ヤ

ス
部
門
の
大
半
は
家
内
工
業
で
、
従
業
者
数
は
三
〇
万
を
下
ら
な
い

と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
が
輸
入
禁
止
措
置
を
解
か
な
け
れ
ば
、
家
内
工

業
の
壊
滅
的
打
撃
と
多
く
の
失
業
者
の
発
生
で
「
重
大
な
る
社
会
問

題
」
に
な
る
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
じ
た
。

　

三
日
後
の
一
九
日
に
は
、
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
（
会
長
は
藤

山
雷
太
東
京
商
業
会
議
所
会
頭
）
も
「
英
国
莫
大
小
輸
入
禁
止
解
除

に
関
す
る
決
議（

52
）」

を
内
田
外
相
に
送
っ
て
い
る
。
こ
の
決
議
は
、
一

九
一
六
年
輸
入
総
額
の
五
割
特
許
の
復
活
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
輸
入
禁
止
そ
の
も
の
の
撤
廃
を
掲
げ
た
対
英
莫
大
小
解
禁
期

成
同
盟
会
の
決
議
と
比
べ
れ
ば
穏
和
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ

ス
の
輸
入
禁
止
措
置
へ
の
反
対
運
動
は
大
阪
を
中
心
と
し
て
、
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
幣
原
外
務
次
官
は
七
月
二
一
日
に
犬

塚
農
商
務
次
官
に
宛
て
て
、
日
本
の
「
社
会
上
及
内
政
上
の
事
情
」

を
詳
し
く
イ
ギ
リ
ス
側
に
説
明
し
、
特
別
の
考
慮
を
払
わ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
伝
え
て
い
る（

53
）。「

社
会
上
及
内
政
上
の
事
情
」
と
は
、
輸

入
解
禁
運
動
の
広
が
り
を
指
す
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
が
記
し
た
「
重
大
な
る
社
会
問
題
」
と
い
う
点
で
関

連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
前
年
夏
に
発
生
・
拡
大
し
た
米
騒
動
で

あ
る
。
そ
の
衝
撃
が
ま
だ
生
々
し
い
中
で
運
動
が
広
ま
っ
て
い
た
だ

け
に
、
政
府
と
し
て
も
神
経
を
尖
ら
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
内
の
関
係
業
界
団
体
の
猛
烈
な
解
禁
運
動
が
続
い
て
、
政
府
も

焦
燥
を
募
ら
せ
る
中
、
日
本
に
と
っ
て
光
明
が
見
え
て
き
た
の
は
八

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
日
に
ロ
イ
ド=

ジ
ョ
ー
ジ
首
相
は
イ
ギ

リ
ス
議
会
で
の
演
説
で
、
現
行
の
輸
入
禁
止
措
置
に
つ
い
て
は
九

月
一
日
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
る
と
述
べ
た（

54
）。

輸
入
禁
止
解
除
の
情
報
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は
、
二
六
日
に
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
か
ら
神
戸
市
の
日
本
国
産
株
式
会

社
へ
の
入
電
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
日
本
輸

出
莫
大
小
同
業
組
合
連
合
会
か
ら
の
事
実
確
認
の
照
会
に
対
し
て
、

外
務
省
通
商
局
も
相
違
な
い
と
の
返
電
を
発
し
た（

55
）。

　

こ
う
し
て
、
大
戦
中
の
一
九
一
六
年
か
ら
断
続
的
に
続
い
た
イ
ギ

リ
ス
の
輸
入
禁
止
措
置
は
、
よ
う
や
く
解
か
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
手
放
し
で
喜
べ
な

い
別
の
動
き
も
生
じ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
従
来
の
輸
入
禁
止

措
置
に
代
わ
っ
て
、
国
内
産
業
保
護
を
趣
旨
と
す
る
法
案
を
議
会
に

提
出
す
る
準
備
も
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
外
務
省
に

よ
れ
ば
「
未
だ
安
心
す
る
を
得
ず（

56
）」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
禁
止
措
置
を
め
ぐ
る
通
商
交

渉
を
事
例
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
日
本
の
経
済
外
交
の
展
開

を
跡
づ
け
て
き
た
。

　

日
本
が
輸
入
禁
止
対
象
品
目
の
中
で
特
に
重
視
し
た
の
は
、
綿
製

メ
リ
ヤ
ス
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
、戦
前
期
日
本
の
主
力
輸
出
品
で
あ
っ

た
綿
製
品
の
一
種
で
あ
る
。
日
本
の
綿
メ
リ
ヤ
ス
部
門
は
第
一
次
世

界
大
戦
期
に
急
成
長
し
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国

圏
内
の
ア
ジ
ア
地
域
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
も
販
路
を
拡
張
し

て
い
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
が
戦
時
経
済
統
制
の
一
環
と
し
て
発
し
た
輸
入
禁
止
令

の
対
象
に
綿
メ
リ
ヤ
ス
を
含
め
た
の
は
、
一
九
一
六
年
一
〇
月
で

あ
っ
た
。
一
九
一
六
年
末
に
か
け
て
の
交
渉
を
一
度
目
と
し
て
、
翌

年
そ
し
て
一
九
一
九
年
の
三
度
に
わ
た
り
、
日
本
は
綿
メ
リ
ヤ
ス
輸

入
禁
止
措
置
の
緩
和
・
撤
廃
を
求
め
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉
を
繰
り

返
し
た
。
い
ず
れ
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
も
、
日
本
国
内
で
は
関
係

業
界
団
体
・
業
者
の
不
満
と
輸
入
禁
止
緩
和
の
声
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

そ
の
中
心
は
、
戦
前
日
本
の
工
業
化
と
経
済
成
長
を
リ
ー
ド
し
て
い

た
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
関
西
地
域
で
あ
っ
た
。

　

と
く
に
、
一
九
一
九
年
の
交
渉
時
に
お
け
る
関
係
業
界
団
体
・
業

者
の
反
発
は
大
き
か
っ
た
。
大
戦
が
終
結
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
輸
入
禁
止
を
解
除
せ
ず
、
逆
に
強
化
す
る
よ
う
な

方
針
を
打
ち
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
由
貿
易
主
義
を

採
っ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
主
義
化
へ
の
疑
念
と
警
戒
も
強
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
三
度
目
の
交
渉
に
臨
ん
で

い
た
の
は
、
パ
リ
講
和
会
議
の
最
中
で
あ
っ
た
。
一
九
一
六
・
一
七
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年
の
交
渉
経
緯
を
熟
知
す
る
日
本
の
珍
田
捨
己
駐
英
大
使
も
イ
ギ
リ

ス
の
バ
ル
フ
ォ
ア
外
相
も
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

交
渉
は
ま
っ
た
く
の
停
滞
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
一
方
、
日
本
国

内
で
は
大
阪
を
拠
点
と
し
て
結
成
さ
れ
た
対
英
莫
大
小
解
禁
期
成
同

盟
会
が
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
解
禁
運
動
を
行
い
、『
大
阪
朝
日

新
聞
』
な
ど
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
じ
た
。

　

こ
こ
で
改
め
て
目
を
向
け
た
い
の
は
、
経
済
学
者
の
戸
田
海
市
が

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
寄
せ
た
論
説
の
内
容
で
あ
る
。
彼
は
、
パ
リ

講
和
会
議
で
創
設
が
討
議
さ
れ
た
国
際
連
盟
（
翌
年
一
月
に
発
足
）

と
関
連
づ
け
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
。

英
国
の
実
業
界
や
労
働
者
間
に
は
従
来
の
自
由
貿
易
思
想
が
全

く
勢
力
を
失
ふ
た
の
で
は
な
い
が
、
一
方
の
保
護
論
が
非
常
に

優
勢
と
な
つ
て
政
府
の
施
政
も
多
く
之
に
左
右
せ
ら
る
ゝ
有
様

で
あ
る
。国
際
連
盟
の
世
界
の
平
和
を
維
持
す
る
が
為
め
に
は
、

何
よ
り
も
先
ず
各
国
の
貿
易
政
策
に
於
け
る
排
外
保
護
主
義
に

対
し
て
警
戒
を
加
ふ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
に
係
は
ら
ず
、〔
中

略
〕
貿
易
政
策
上
の
協
調
を
促
す
に
就
て
も
同
様
に
周
到
の
用

意
を
必
要
と
す
べ
き
に
係
は
ら
ず
、
連
盟
規
約
の
中
に
は
此
等

の
点
に
就
て
何
等
注
意
を
払
つ
て
居
な
い（

57
）。

　

戸
田
は
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
貿
易
主
義
へ
の
警
戒
と
あ
わ
せ
て
、
国

際
連
盟
が
自
由
な
国
際
通
商
と
い
う
面
で
果
た
す
べ
き
役
割
に
も
不

安
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
自
由
貿
易
を
め
ぐ
る
戦
間
期
の
国
際
政
治

経
済
の
行
方
と
結
末
を
想
起
す
る
な
ら
、
戸
田
の
見
通
し
に
は
目
を

引
く
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
本
稿
で
論
じ
た
内
容
と
は
、
世
界
恐

慌
後
の
一
九
三
〇
年
代
に
綿
製
品
を
め
ぐ
っ
て
猛
烈
な
火
花
を
散
ら

す
日
英
通
商
紛
争
の
先
駆
け
的
事
象
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

た
だ
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
代
は
、
総
力
戦
の

衝
撃
で
揺
ら
い
だ
自
由
主
義
経
済
・
自
由
貿
易
の
再
興
が
模
索
さ
れ

る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
戦
前
ま
で
の
自
由
貿

易
の
基
盤
で
あ
っ
た
国
際
金
本
位
制
の
再
建
が
進
み
、
イ
ギ
リ
ス
も

一
九
二
五
年
に
復
帰
を
果
た
す
。
ま
た
、
戸
田
が
不
安
を
寄
せ
た
国

際
連
盟
に
お
い
て
は
輸
出
入
禁
止
撤
廃
会
議
も
開
か
れ
、「
通
商
の

自
由
化
」
が
追
求
さ
れ
て
い
く
。

　

本
稿
で
跡
づ
け
た
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
対
イ
ギ
リ
ス
経
済
外
交

の
経
験
は
、
日
本
に
と
っ
て
「
自
由
貿
易
」「
自
由
通
商
主
義
」
の

意
義
を
問
い
直
す
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
自

由
貿
易
の
揺
ら
ぎ
と
再
興
と
い
う
二
つ
の
潮
流
が
交
錯
す
る
一
九
二

〇
年
代
の
国
際
関
係
の
中
に
あ
っ
て
、
日
本
の
経
済
外
交
は
ど
の
よ

う
な
展
開
を
辿
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
を
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要
す
る
。
本
稿
が
論
じ
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
自
由
貿
易
を
め
ぐ
る

一
九
二
〇
年
代
の
日
英
経
済
外
交
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

　
注（

1
）
佐
古
丞
『
未
完
の
経
済
外
交 

幣
原
国
際
協
調
路
線
の
挫
折
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
「
大
正
期
経
済
外
交
の
視
点
―
国
家
像

の
再
構
築
」
関
静
雄
編
『「
大
正
」
再
考
―
希
望
と
不
安
の
時
代
―
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
第
三
章
、
服
部
龍
二
『
幣
原
喜
重

郎
と
二
十
世
紀
の
日
本 

外
交
と
民
主
主
義
』（
有
斐
閣
、二
〇
〇
六
年
）

第
二
章
を
参
照
。

（
2
）
木
村
昌
人
『
財
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
米
外
交
』（
山
川
出
版
社
、
一

九
九
七
年
）、
三
谷
太
一
郎
『
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
と
極
東 

政
治
に

お
け
る
国
際
金
融
資
本
』（
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
九
年
）を
参
照
。

（
3
）
石
井
修
「
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
日
本
の
輸
出
攻
勢
と
『
経

済
外
交
』」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
第
一
一
号
（
一
九
九
二
年
一
〇
月
）

七
頁
参
照
。

（
4
）
右
の
石
井
論
文
の
他
に
次
の
諸
研
究
を
参
照
。
石
井
修
『
世
界
恐
慌

と
日
本
の『
経
済
外
交
』―
一
九
三
〇
―
一
九
三
六
年
―
』（
勁
草
書
房
、

一
九
九
六
年
）、籠
谷
直
人『
ア
ジ
ア
国
際
通
商
秩
序
と
近
代
日
本
』（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
木
畑
洋
一
ほ
か
編
『
日
英
交
流

史
一
六
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇 

2 

政
治
・
外
交
Ⅱ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
〇
年
）
第
四
章
「
英
日
関
係
に
お
け
る
経
済
外
交
―
一
九
三

一
―
一
九
四
一
年
」（
ジ
ョ
ン
・
シ
ャ
ー
キ
ー
執
筆
）、
ア
ン
ト
ニ
ー
・

ベ
ス
ト
「
経
済
的
宥
和
策
か
、
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
―
一
九

三
三
―
三
八
年
に
お
け
る
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
、
日
本
、
そ
し
て
『
ア

ジ
ア
間
貿
易
』
の
興
隆
に
つ
い
て
の
政
治
史
的
解
釈
―
」『
人
文
学
報
』

第
八
五
巻
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）、
石

田
憲
編
『
膨
張
す
る
帝
国 

拡
散
す
る
帝
国
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
七
年
）
第
二
章
「
帝
国
経
済
の
対
立
と
宥
和
―
日
印
会
商
を
め

ぐ
る
日
英
印
の
三
国
関
係
―
」（
籠
谷
直
人
・
木
谷
名
都
子
執
筆
）。

（
5
）
松
浦
正
孝
『「
大
東
亜
戦
争
」
は
な
ぜ
起
き
た
の
か 

汎
ア
ジ
ア
主
義

の
政
治
経
済
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
第
二
部
の

各
章
参
照
。

（
6
）
拙
稿
「
一
九
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
輸
出
入
禁
止
政
策
と
日
本
外
交
―

戦
時
経
済
協
力
と
通
商
・
産
業
利
益
擁
護
の
狭
間
で
―
」『
阪
大
法
学
』

第
五
五
巻
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）。

（
7
）
こ
こ
で
の
論
述
の
多
く
は
、
右
に
挙
げ
た
拙
稿
に
拠
っ
て
い
る
。

（
8
）
ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
／
高
遠
裕
子
訳
『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
終
焉
―
大
恐
慌
か
ら
の
教
訓
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
二

年
）
一
一
・
一
九
頁
参
照
。
ま
た
、田
所
昌
幸
『
国
際
政
治
経
済
学
』（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
二
五
四
頁
も
参
照
。

（
9
）
第
一
次
大
戦
期
日
本
の
通
商
・
経
済
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
外
務
省

監
修
『
通
商
条
約
と
通
商
政
策
の
変
遷
』（
世
界
経
済
調
査
会
、
一
九

五
一
年
）
一
七
七
〜
二
〇
五
頁
、
岡
崎
哲
二
『
工
業
化
の
軌
跡 

経
済

大
国
前
史
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
七
一
〜
八
三
頁
、
石
井

寛
治
・
原
朗
・
武
田
晴
人
編
『
日
本
経
済
史
』
三
（
東
京
大
学
出
版
会
、
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二
〇
〇
二
年
）
四
〜
九
頁
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
大
戦
期
に
お
け
る

海
運
・
造
船
・
鉄
鋼
業
の
連
鎖
成
長
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
哲
二
『
日

本
の
工
業
化
と
鉄
鋼
産
業
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
二

〇
〜
三
〇
頁
参
照
。

（
10
）
井
上
馨
侯
傳
記
編
纂
会
編
『
世
外
井
上
侯
傳
』
第
五
巻
（
原
書
房
、

一
九
六
八
年
）。

（
11
）
一
九
一
六
年
に
な
っ
て
二
月
一
五
日
、
三
月
一
〇
日
、
三
月
二
一
日
、

三
月
三
〇
日
に
輸
入
禁
止
令
が
布
告
さ
れ
て
い
る
（
一
九
一
六
年
五

月
一
五
日
付
山
崎
在
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
代
理
よ
り
石
井
外
相
宛
「
綿

製
品
陶
磁
器
玩
具
等
英
国
輸
入
禁
止
ノ
件
」
参
照
、
外
務
省
外
交
史

料
館
所
蔵
外
務
省
記
録3.4.2 50-26
「
欧
州
戦
争
ノ
経
済
貿
易
ニ
及

ボ
ス
影
響
報
告
雑
件 

英
国
輸
入
禁
制
品
ニ
関
ス
ル
件
」
二
所
収
）。

（
12
）
一
九
一
六
年
四
月
一
七
日
付
上
山
農
商
務
次
官
よ
り
幣
原
外
務
次
官

宛
、
前
掲
「
欧
州
戦
争
ノ
経
済
貿
易
ニ
及
ボ
ス
影
響
報
告
雑
件 

英
国

輸
入
禁
制
品
ニ
関
ス
ル
件
」
一
所
収
（
以
下
、「
雑
件
一
）
と
略
記
）。

な
お
、
本
稿
で
は
史
料
引
用
に
際
し
て
、
カ
タ
ナ
カ
を
ひ
ら
が
な
に

直
す
と
と
も
に
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
句
読
点
や
濁
点
を
適

宜
付
し
て
い
る
。

（
13
）
一
九
一
六
年
四
月
六
日
付
井
上
駐
英
大
使
よ
り
石
井
外
相
宛
電
報
お

よ
び
一
九
一
六
年
四
月
一
二
日
付
井
上
駐
英
大
使
よ
り
石
井
外
相
宛

電
報
参
照
、「
雑
件
一
」
所
収
。

（
14
）
メ
リ
ヤ
ス
日
本
社
編
輯
『
日
本
莫
大
小
工
業
史
』（
日
本
メ
リ
ヤ
ス
社
、

一
九
四
四
年
）
三
七
三
頁
参
照
。

（
15
）
杉
原
薫
『
ア
ジ
ア
間
貿
易
の
形
成
と
構
造
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一

九
九
六
年
）
第
七
章
参
照
。

（
16
）『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
一
六
年
五
月
二
四
日
・
八
月
一
一
日
・
一
〇

月
一
日
付
参
照
。

（
17
）
阿
部
武
司
『
近
代
大
阪
経
済
史
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）

一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
お
よ
び
新
修
神
戸
市
史
編
集
委
員
会
編
『
神
戸

市
史　

産
業
経
済
編
Ⅲ　

第
三
次
産
業
』（
神
戸
市
、
二
〇
〇
三
年
）

二
五
二
〜
二
五
三
頁
参
照
。

（
18
）
前
掲
拙
稿
、
四
七
四
〜
四
七
五
頁
参
照
。

（
19
）
一
九
一
六
年
一
〇
月
九
日
付
石
井
外
相
よ
り
珍
田
駐
英
大
使
宛
電
報

お
よ
び
一
九
一
六
年
一
〇
月
二
七
日
付
寺
内
外
相
よ
り
珍
田
駐
英
大

使
宛
電
報
、
外
務
省
記
録3.4.2 50-26

「
欧
州
戦
争
ノ
経
済
貿
易
ニ

及
ボ
ス
影
響
報
告
雑
件 

英
国
輸
入
禁
制
品
ニ
関
ス
ル
件
」 

三
所
収
（
以

下
、「
雑
件
三
」
と
略
記
）。

（
20
）
一
九
一
六
年
一
一
月
一
一
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
石
井
外
相
宛
電

報
、「
雑
件
三
」
所
収
。

（
21
）
一
九
一
七
年
一
月
二
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、「
雑

件
三
」
所
収
。

（
22
）
Ａ
・Ｊ
・
Ｐ
・
テ
イ
ラ
ー
／
都
築
忠
七
訳
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
』
Ⅰ
（
み

す
ず
書
房
、
一
九
六
六
年
）
六
一
頁
、
秋
富
創
「
第
一
次
大
戦
期
の

連
合
国
・
帝
国
会
議
と
イ
ギ
リ
ス
の
通
商
政
策
構
想
」『
社
会
経
済
史

学
』
第
六
九
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
三
年
五
月
）
七
四
頁
参
照
。

（
23
）
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
／
内
山
賢
次
ほ
か
訳
『
世
界
大

戦
回
顧
録
』
第
四
巻
（
改
造
社
、
一
九
四
〇
年
）
一
五
一
二
頁
。

（
24
）
ピ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
／
西
沢
保
ほ
か
訳
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史　

一
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九
〇
〇
―
二
〇
〇
〇
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
八
二

頁
参
照
。

（
25
）
一
九
一
七
年
二
月
二
六
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
第
八

〇
号
電
報
参
照
、
外
務
省
記
録3.4.2 50-26

「
欧
州
戦
争
ノ
経
済
貿

易
ニ
及
ボ
ス
影
響
報
告
雑
件
」
四
「
Ｂ
輸
入
制
限
勅
令
発
布
及
制
限

緩
和
交
渉
関
係
」
所
収
（
以
下
、「
雑
件
四
Ｂ
」
と
略
記
）。

（
26
）
一
九
一
七
年
二
月
一
三
日
付
山
崎
在
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
よ
り
本
野
外

相
宛
電
報
、
外
務
省
記
録3.4.2 50-26

「
欧
州
戦
争
ノ
経
済
貿
易
ニ

及
ボ
ス
影
響
報
告
雑
件
」
四
「
Ａ
二
月
二
十
日
勅
令
発
布
以
前
ノ
交

渉
関
係
」
所
収
（
以
下
、「
雑
件
四
Ａ
」
と
略
記
）。

（
27
）
一
九
一
七
年
二
月
二
八
日
付
関
西
商
業
会
議
所
連
合
経
済
調
査
会
浜

岡
光
哲
よ
り
本
野
外
相
宛
「
英
国
ノ
綿
莫
大
小
ノ
製
品
再
度
輸
入
禁

止
ニ
対
ス
ル
申
請
書
」、「
雑
件
三
」
所
収
。

（
28
）
一
九
一
七
年
二
月
二
八
日
付
本
野
外
相
よ
り
珍
田
駐
英
大
使
宛
電
報
、

「
雑
件
四
Ｂ
」
所
収
。

（
29
）
一
九
一
七
年
二
月
二
三
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、

「
雑
件
四
Ａ
」
所
収
。

（
30
）
一
九
一
七
年
三
月
一
九
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、

「
雑
件
四
Ｂ
」
所
収
。

（
31
）
一
九
一
七
年
三
月
二
二
日
付
上
山
農
商
務
次
官
よ
り
幣
原
外
務
次
官

宛
商
第
三
八
〇
六
号
、「
雑
件
四
Ａ
」
所
収
。

（
32
）
一
九
一
七
年
三
月
三
〇
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、

「
雑
件
四
Ａ
」
所
収
。

（
33
）
一
九
一
七
年
三
月
三
〇
日
付
上
山
農
商
務
次
官
よ
り
幣
原
外
務
次
官

宛
「
英
国
ノ
輸
入
禁
止
ニ
対
ス
ル
交
渉
ノ
件
」、「
雑
件
四
Ａ
」
所
収
。

（
34
）
前
掲
拙
稿
、
四
七
七
・
四
七
八
頁
参
照
。

（
35
）
一
九
一
七
年
五
月
五
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、

外
務
省
記
録3.4.2 50-26-2

「
英
国
輸
入
禁
制
品 

仮
綴
一
」
所
収
（
以

下
、「
仮
綴
一
」
と
略
記
）。

（
36
）
一
九
一
七
年
五
月
六
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、「
仮

綴
一
」
所
収
。

（
37
）
一
九
一
七
年
五
月
四
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、「
仮

綴
一
」
所
収
。

（
38
）
一
九
一
七
年
五
月
八
日
付
幣
原
外
務
次
官
よ
り
上
山
農
商
務
次
官
宛

通
機
密
送
第
一
〇
二
号
「
英
国
輸
入
禁
止
ニ
関
ス
ル
交
渉
ノ
件
」、「
仮

綴
一
」
所
収
。

（
39
）
一
九
一
七
年
五
月
二
二
日
付
珍
田
駐
英
大
使
よ
り
本
野
外
相
宛
電
報
、

「
仮
綴
一
」
所
収
。

（
40
）
一
九
一
九
年
一
月
六
日
付
日
本
輸
出
莫
大
小
同
業
組
合
連
合
会
組
長

外
海
銕
次
郎
よ
り
原
首
相
・
内
田
外
相
宛
陳
情
書
、
外
務
省
記
録3.4.2 

50-26-4

「
自
大
正
八
年
一
月 

英
国
輸
入
禁
制
品
（
莫
大
小
問
題
）」

所
収
（
以
下
、「（
莫
大
小
問
題
）」
と
略
記
）。

（
41
）
一
九
一
九
年
三
月
二
八
日
付
日
本
輸
出
莫
大
小
同
業
組
合
連
合
会
組

長
外
海
銕
次
郎
よ
り
内
田
外
相
宛
「
英
国
ノ
メ
リ
ヤ
ス
禁
輸
ニ
付
陳

情
」、「（
莫
大
小
問
題
）」
所
収
。

（
42
）
一
九
一
八
年
四
月
二
日
付
山
崎
在
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
よ
り
内
田
外
相

宛
電
報
参
照
、
外
務
省
記
録3.4.2 50-26-2

「
英
国
輸
入
禁
制
品　

仮
綴
五
」
所
収
（
以
下
、「
仮
綴
五
」
と
略
記
）。
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（
43
）
一
九
一
八
年
四
月
二
一
日
付
内
田
外
相
よ
り
永
井
臨
時
代
理
大
使
宛

電
報
参
照
、「
仮
綴
五
」
所
収
。

（
44
）
一
九
一
八
年
四
月
二
〇
日
付
矢
田
在
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
よ
り
内
田
外

相
宛
電
報
、「
仮
綴
五
」
所
収
。

（
45
）
一
九
一
九
年
三
月
一
九
日
付
神
野
勝
之
助
大
蔵
次
官
よ
り
幣
原
外
務

次
官
宛
財
通
第
五
六
号
「
英
国
政
府
ノ
輸
出
入
政
策
ニ
関
ス
ル
件
」

参
照
、外
務
省
記
録3.4.2 50-26-2

「
英
国
禁
制
品 

仮
綴
四
」所
収（
以

下
、「
仮
綴
四
」
と
略
記
）。

（
46
）
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
付
犬
塚
農
商
務
次
官
よ
り
幣
原
外
務
次
官

宛
商
第
三
三
二
号
、「
仮
綴
四
」
所
収
。

（
47
）
一
九
一
九
年
五
月
五
日
付
永
井
臨
時
代
理
大
使
よ
り
内
田
外
相
宛
電

報
、「
仮
綴
四
」
所
収
。

（
48
）
一
九
一
九
年
六
月
四
日
付
松
井
駐
仏
大
使
よ
り
内
田
外
相
宛
電
報
、

外
務
省
記
録3.4.2 50-26-2

「
英
国
禁
制
品 

仮
綴
六
」
所
収
（
以
下
、

「
仮
綴
六
」
と
略
記
）。

（
49
）
一
九
一
九
年
六
月
一
一
日
付
内
田
外
相
よ
り
永
井
臨
時
代
理
大
使
宛

電
報
、「（
莫
大
小
問
題
）」
所
収
。

（
50
）
戸
田
海
市
「
英
国
の
貿
易
策
に
対
す
る
我
莫
大
小
業
の
不
安
」、『
大

阪
朝
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
六
月
一
五
・
一
七
・
一
八
・
一
九
日
付
。

（
51
）
一
九
一
九
年
六
月
一
六
日
付
林
市
蔵
大
阪
府
知
事
よ
り
内
務
省
警
保

局
長
・
農
商
務
省
商
工
局
長
・
外
務
省
通
商
局
長
宛
高
親
第
二
五
三

四
号
「
全
国
莫
大
小
業
者
大
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」、「（
莫
大
小
問
題
）」

所
収
。

（
52
）
一
九
一
九
年
六
月
一
九
日
付
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
会
長
藤
山
雷

太
よ
り
内
田
外
相
宛
「
英
国
莫
大
小
輸
入
禁
止
解
除
ニ
関
ス
ル
決
議
」、

「（
莫
大
小
問
題
）」
所
収
。

（
53
）
一
九
一
九
年
七
月
二
一
日
付
幣
原
外
務
次
官
よ
り
犬
塚
農
商
務
次
官

宛
通
機
密
送
第
一
六
二
号
「
英
国
輸
入
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」、「（
莫
大

小
問
題
）」
所
収
。

（
54
）
一
九
一
九
年
八
月
二
〇
日
付
矢
田
在
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
よ
り
内
田
外

相
宛
電
報
、「 

仮
綴
六
」
所
収
。

（
55
）
一
九
一
九
年
八
月
二
九
日
付
林
大
阪
府
知
事
よ
り
床
次
内
相
・
山
本

農
商
務
相
・
内
田
外
相
宛
高
親
第
五
四
五
九
号
「
対
英
莫
大
小
解
禁

ニ
関
ス
ル
件
」、「（
莫
大
小
問
題
）」
所
収
。

（
56
）
同
右
。

（
57
）
前
掲
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
六
月
一
七
日
付
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
戦
間
期
『
新
自
由
主
義
』
の
政
治
史
的
展
開
に

関
す
る
日
独
比
較
」（
平
成
二
二
〜
二
四
年
度
、
研
究
代
表
者
・
瀧

口
剛
大
阪
大
学
法
学
研
究
科
教
授
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。


